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東京国際キルトフェスティバル実行委員会 

 

 

「第１３回東京国際キルトフェスティバル－布と針と糸の祭典－」 
２０１４年１月２３日（木）～２９日（水） 【７日間】 

 
 

東京国際キルトフェスティバル実行委員会では、「第１３回東京国際キルトフェスティバル－布と針と

糸の祭典－」を２０１４年１月２３日（木）～２９日（水）の７日間、東京ドームにて開催します。 

単なるブームではなく、人々の生活に深く根付いてきた

キルトは、日本に紹介されて約４０年となります。今回で 

１３回目を迎える本フェスティバルも、来場者が毎年２０万

人を超える日本最大のキルト展となりました。 

特集企画『斉藤謠子 キルトでつむぐムーミン物語』で

は、１９１４年に生まれた「ムーミン」の原作者トーベ・ヤン

ソンの生誕１００周年を記念し、北欧キルトの第一人者で

ある斉藤謠子さんがムーミンの世界を５０点近いキルト作

品で楽しく表現します。 

また、スウェーデンに古くから伝わるウール刺繍
し し ゅ う

、クル

トゥーレン文化史博物館の至宝を日本初公開します。 

 

 開 催 概 要  
 

■名    称 ：第１３回東京国際キルトフェスティバル－布と針と糸の祭典－  

［主   催］ 東京国際キルトフェスティバル実行委員会 

     （ＮＨＫ・読売新聞社・東京国際キルトフェスティバル組織委員会） 

      ［後   援］ 外務省、経済産業省、東京都、アメリカ合衆国大使館、 

フィンランド大使館、ＮＨＫ出版、ＮＨＫ文化センター 

      ［企画運営］ ＮＨＫエデュケーショナル、ＮＨＫアート、㈱東京ドーム  

■期  間 ：２０１４年１月２３日（木）～２９日（水） [７日間] 

９：３０～１８：００（入場は閉場の３０分前まで）※初日は１１：００開場、最終日は１７：３０閉場 

■会  場 ：東京ドーム （東京都文京区後楽１－３－６１） 

      〔交通アクセス〕 ＪＲ中央線・総武線、都営三田線 水道橋駅 徒歩３分 

    東京メトロ丸ノ内線、南北線 後楽園駅 徒歩３分、都営大江戸線 春日駅 徒歩５分 

■Ｕ Ｒ Ｌ ：http://www.tokyo-dome.co.jp/quilt/ 

■入場料金 ：前売券 １,８００円／当日券 ２,０００円 ※小学生以下は無料。但し大人の付き添いが必要 

■前売券発売 ：２０１３年１０月１８日（金）より 

 

キルト制作：斉藤謠子 



■チケット販売 ：ＪＲ東日本の主なみどりの窓口、びゅうプラザ、チケットぴあ、イープラス、 

ローソンチケット、ＣＮプレイガイド、ちけっとぽーと、ＪＴＢエンタメチケット、 

セブンイレブン、ファミリーマート、サークルＫ・サンクス、ミニストップ、 

東京ドームシティ総合案内所、キルトフェスティバル公式サイト ほか 

■総展示数 ：約１,８００点    ■動員目標 ：２５万人 

 

展 示 内 容 

◆特集企画 「斉藤謠子 キルトでつむぐムーミン物語」                            

２０１４年は、「ムーミン」の原作者トーベ・ヤンソンが生誕して１００周年を迎えます。フィンランドで誕生

した「ムーミン」は、１９４５年から７０年まで四半世紀にわたって書き継がれ、世界４４カ国で翻訳される

など、今も世代を超えて幅広い層から愛され続けています。 

今回の展示では、北欧キルトの第一人者である斉藤謠子さんが「ムーミン」に登場する挿し絵を５０点

近いキルト作品で楽しく表現します。その他に「ムーミン屋敷」を立体的に再現します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆北欧の至宝 「ウール刺
し

繍
しゅう

」                                                      

クルトゥーレン文化史博物館に保管されている、スウェーデンに古くから伝わる「ウール刺繍
し し ゅ う

」を日本

初公開します。ウール刺繍は、ウール地に毛糸で刺繍した素朴な手芸品で、１８世紀頃から庶民の手芸

として発展してきました。伝統のモチーフは、鹿やオウムのような動物のほか、天使や神話に登場する獣

など多彩に富んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

Collection of the Museum of Cultural History, 

Kulturen, Lund, Sweden 



◆「布が教えてくれたこと」 ～黒羽
く ろ は

志
し

寿子
づ こ

の全仕事～                                                                        

日本のキルトの草分け的存在である黒羽志寿子さんは、１９７５年にアメリカで初めてキルトに出会っ

て以来、第一線のキルト作家として活躍してきました。藍染めや絣
かすり

を使ったキルトで独自の世界を築き

上げ、日本だけでなく海外でも高く評価されています。今回は、１２,０００ピースの貴重な布を使った新作

「宙
そら

の華
はな

」をはじめとして、「宇宙Ⅱ」「流氷」などの代表作や、わが子のために作った初期作品まで、キル

ト作家・黒羽志寿子さんの世界を一挙に展示します。 

 

 

 

  

 

 

 

  

◆新作キルトの競演 日本のキルト作家６０人                                  

第一線で活躍する日本のキルト作家６０人が、今回のイベントのために制作したキルトを一堂に展示

します。 

 

◆わたしの布あそび                                               

日本を代表する５人のキルト作家が、“心に残る記念日”をテーマに、思い思いの作品を展示します。

誕生日や結婚式、ご先祖様までが登場する楽しいコーナーです。 

＜出展作家＞ 

・家族になった日 キャシー中島 

・世界のみんなにハッピー・バースデー！ 郷家啓子 

・中原淳一の赤いドレスに出会った日 小関鈴子 

・ご先祖様に乾杯！ 阪本あかね 

・ガーデン・ウェディング 鷲沢玲子 

 

◆わたしの“手仕事”スタイル                                       

著名人が自慢の手仕事を披露するコーナーです。漫画家の内田春菊さんはレースやジーンズなどを

使って制作した着物と帯、女優の加藤夏希さんは初心者でも簡単に作れる小物、歌手の研ナオコさんは

エコクラフトテープを使った組紐バッグをそれぞれ紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 黒羽志寿子 

内田春菊 加藤夏希 研ナオコ 

新作 阪本あかね 

 

宇宙Ⅱ 



◆アリーナステージ                                                    

キャシー中島さんの「ハワイアン・タヒチアンダンスショー」を１月２５日（土）、２６日（日）に開催、２４日

（金）には女優の加藤夏希さん、２７日（月）は漫画家の内田春菊さん、２８日（火）は宮川花子さんと中山

エミリさん、２９日（水）は研ナオコさんのトークショーを行います。 

 

◆コンテスト 「日本キルト大賞」                                         

プロ・アマ問わず国内外から幅広い層のキルターの応募作品が集まる「日本キルト大賞」。今回も、前

回同様６つの部門で行われます。キルト初心者からベテランまで幅広いキルターからの作品（応募総数

約１，４８７点・計６部門）の中から選ばれた入賞・入選作品４００点近くが展示されます。テクニックやデ

ザイン力に富む芸術作品や、実際に使ってみたいと思わせるような温もりのある作品など、今回も見ご

たえのあるものばかりです。（入賞・入選者は、本フェスティバル初日に発表します。） 
 

●部 門  ①トラディショナルキルト部門  ②創作キルト部門  ③和のキルト部門  

④額絵キルト部門  ⑤ジュニア部門  ⑥バッグ部門 

●各 賞  日本キルト大賞（１点）、準日本キルト大賞（１点）、ハンドメイキング賞（１点）、  

フレンドシップ賞（１点）、部門賞（各部門１位～３位）、審査員賞、優秀賞、奨励賞、企業賞 

 

 

◆パートナーシップキルト 「花言葉」                                             

花には、「希望」「愛」「やさしさ」など、様々な思いが込められています。今回のパートナーシップキル

トでは「花言葉」をキーワードに、ＮＨＫ「すてきにハンドメイド」で募集したキルトブロックおよそ１０,５００

枚をキルト作家のキャシー中島さんの監修により、８２枚のキルトに仕立て上げ、展示します。展示した

作品は、希望者にチャリティー抽選券（５００円）を発行し、抽選を行います。純益は、ＮＨＫ厚生文化事

業団の福祉活動に役立たせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お客様からのお問い合わせ先 

東京ドームシティわくわくダイヤル 

ＴＥＬ．０３－５８００－９９９９ 

 

 

 

 

 

今年の応募作品より 


